
  

                             平成 25(2013)年 3月 1日 

 

大槌町 

                    

 

 

 

 

大槌町とＵＲ都市機構が工事発注支援に係る相互協力協定締結 

～大槌町がＵＲの支援により復興工事一括発注～ 

 

 3月 1日、大槌町とＵＲ都市機構は、復興事業のさらなる円滑化、加速化に向け、

大槌町の復興整備事業の工事発注支援等の実施に係る協力協定を締結しました。 

 

１ 概 要 

 大槌町とＵＲ都市機構は、平成２４年７月５日に復興整備事業に係る協力協定を締

結し、ＵＲは、町方地区において計画策定から工事発注・施工、権利者調整等、事業

全体を受託するフルパッケージ型の支援を進めています。 

一方、大槌町は町方地区以外の復興整備事業を推進するにあたり、技術職員の不足

により工事発注に支障が生じることを懸念し、国やＵＲ都市機構にこれらに対する支

援を求めていたところです。今般、大槌町とＵＲ都市機構は、工事発注面を主な対象

とした「発注者支援方式」の実施に向け、「大槌町復興整備事業の工事発注等の実施

に係る相互協力協定」を締結し、相互に協力するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

２ その他 

・相互協力協定（別添参照）  

・今後の予定： 平成 25年 4月頃  大槌町-ＵＲ都市機構 業務受委託契約 

        平成 25年 4月～  発注者支援業務実施 

 

 

 

 
 

○ お問合わせは下記へお願いします。 

大槌町 復興局 末村 

  電話０１９３（４２）２１１１（代） 

ＵＲ都市機構 震災復興支援室 支援調整第２チーム 山下 

電話 ０４５－６５０－０４７８ 

技術調査室 都市再生設計チーム 宮本、中道 

                  電話 ０４５－６５０－０６７３ 

東 日 本 大 震 災 関 係 

○発注者支援方式 

被災市町村が発注する複数地区の復興工事を大括り化し、特に、技術力と中立性を要

する工事発注業務（工事費積算、発注関連図書作成、提案審査等）をＵＲが支援するこ

とにより、復興のスピードアップを図るものです。 

http://www.town.otsuchi.iwate.jp/


東日本大震災に係る大槌町復興整備事業の工事発注支援等の実施に係る 

相互協力協定書 

 

 

大槌町（以下「甲」という。）と独立行政法人都市再生機構（以下「乙」という。）

は、平成 24年 3月 28日に交換した「大槌町と独立行政法人都市再生機構との東日本

大震災に係る復興まちづくりの推進に向けた覚書」第２条第３項に基づき、甲が施行

し工事発注を行う復興整備事業について、乙が工事発注支援等（以下「支援」という。）

を実施することについて、次のとおり協定を締結する。 

 

 

（役割分担等） 

第１条 甲は、乙に支援を要請する復興整備事業（以下「対象事業」という。）に係る

計画策定、地元合意形成の推進、関係規定等の整備を行ったうえで、乙に対して、

計画、設計図書等支援に必要な図書の提示を行う。 

２ 乙は、前項の提示にもとづき、支援の対象事業、対象範囲、実施方法等の検討を

行い、甲乙間で協議し合意が得られた次の業務について、甲からの委託に基づき行

うものとする。 

一 甲が発注する工事についての工事請負契約締結までの発注支援業務 

二 前号の工事請負契約による業務を管理する者の選定支援業務 

 

 

（委託契約） 

第２条 前条第２項の規定に基づく業務を甲が乙に委託する場合には、あらかじめ甲

乙間で別途委託契約を締結するものとし、甲はその業務の実施に要する費用を乙に

支払うものとする。 

 

 

（その他） 

第３条 本協定に定めのない事項又は疑義が生じた事項については、甲乙協議して定

めるものとする。 

 

 

  

本協定締結の証として、本書２通を作成し、甲乙署名捺印の上、各自１通を保有す

る。 

 

 



平成２５年 ３月 １日 

 

甲 岩手県上閉伊郡大槌町上町１番３号 

大槌町 

町長  碇 川  豊 

 

 

乙 神奈川県横浜市中区本町六丁目５０番地１ 

独立行政法人都市再生機構 

理事長 上 西 郁 夫 

 


	

